
 

教育相談講話『自分と付き合い、人と付き合う』    Ｒ元.6.20 

                  本校スクールカウンセラー 川原 聡先生                

  

 

 昨年に引き続いて、本校スクールカウンセラーである川原聡先生にご講演をしていただきました。 

思春期は、他人との違いを思い知る時期でトラブルの多くは勘違いから起こるということを具体的

な例を示しつつお話ししていただきました。タイプを「外向型ＶＳ内向型」「チーム型ＶＳ個人型」

など自分を見つめさせながらの説明は、自分と周りの子を理解するには、とても分かりやすく、「な

るほど！」と納得できる場面が多くあり、５０分があっという間に過ぎてしまいました。 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

【生徒の感想】 

・今日の話を聞いて自分と他人を比べて悲観的になりがちだったけど、自分の個性なのだから大切

にしたいと思ったし、他人と比べすぎず自分を大切にしたいと思いました。質問を受けてみて自分

と違うタイプの人がすごく多いことに気がつくことができたし、これから他人と関わっていく上で

のヒントになって良かったです。これからより良い人間関係を築いていきたいと思いました。（１

年男子） 

・今回の講話を聞いて、同性、異性、親それぞれたくさんの考え方があって、考えを一致させるこ

とは人数が増えれば増えるほど大変なことだということが分かりました。高校生活では、嫌でも毎

日人と関わっていかなければならないし、受験が近づくにつれ、どんどんみんなの精神状態も変化

していくと思うので、相手の気持ちを考えて行動していきたいと思います。（３年女子） 

・最近、人に何となく馴染めなかったり、目を合わせられるけど表情が硬くなっている自分を「ダ

メだな」と思う時があったけど、それは自分と人を比べ過ぎているからで、自分は自分、人は人で

しっかり尊重していくことが大切だと改めて思いました。友達のタイプや嫌なこと、嬉しいことが

少し見えてきたので、これからも上手に人と付き合っていきたいなと思いました。（３年女子） 

・今回、人間関係についての話を聞きました。私も、「合わない＝嫌い」、「断られた＝嫌われた」

などと思ってしまうことがありました。確かに言われてみれば当然のことなのに言われれるまで分

かりませんでした。今回この話を聞くことができて本当によかったです。（１年女子） 

講演の様子 

 私はどんなタイプ？ 


